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北大水産禁報
39( 4)， 210-215. 1988. 

北海道倶多楽湖におけるヒメマス Oncorhynchus

即時α(Walbaum)について

石井清彦e・飯田浩二“

Note on Kokanee Salmon， Oncorhynchus 即時α(Walbaum)，
in Lake Kuttara， Hokkaido 

Kiyohiko ISHII* and Kohji IIDA * * 

Abstract 

Fourty-nine individuals of Kokanee salmon， Oncorhynch附 nerkα(Walbaum)，caughもby
gill-neもin Lake Kuも凶ra，Hokkaido， in Ocもober1987， were examined ω determine もhe
relationships between growth of the scales and the scaled body length (length from front of 
snout ωrear scale of caudal peduncle). Comparing these wiもhthe ecological data in 

previous reports，もhescale radius and七hecirculus number bo七hwere found to be related to 

the body length. When七hegrowth zone was wide and the circulus number was great， the 
body length was ordinarily found to have increased proportionaωly. Our resulもshowesもhaも

もheinωrvalof七heoccurrence of small-sized fish was nine years， so we predict七hatlarge-sized 
fish such拙 caughもin1980 may occur in 1989. 

北海道白老町にある倶多楽湖のヒメマス Oncorhynchusnerka は1910年1)に十和田湖より移殖

され，近年では地元の名産品並びに遊漁魚として重要な資源となっている。この倶多楽湖(図 1)

Fig. 1. Map showing the location of Lake Ku帥ara.
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のヒメマス漁業は 1942年まで個人の区画漁業権に基づいて経営されていたため，その聞の資源と

生態については 1933年に北海道立水産試験場2)が一回調査を行っているにすぎない。 1969年以

降は北海道立水産鮮化場3叫により継続的に調査が行われており， 1979年からは北海道大学水産

学部漁業測器学講座10)によっても実施されている。

筆者らは 1987年 10月下旬にこの湖のヒメマスを採捕し，被鱗体長を調べたところ，過去5年

間では平均200mm以下の小型魚であったものが同 250mm前後に大型化していることが認めら

れた。この魚体成長の変化を鱗の成長と比べるため採鱗を行って鱗相を調べたところ，鱗の隆起

線数及び休止帯間長の形成過程が体長の経年変化と同じ傾向を示したのでその概要を報告する。

材料と方法

1987年 10月28日-31日に刺し網(目合38mm)で捕獲した体が銀白化した個体49につい

て，背鰭後端部直下の側線付近から採鱗した。そのうち 36個体については体長，体重，性別を調

べたが他の 13個体については生殖腺が未熟で判定出来なかった。

被鱗体長については， 1976年から 1982年までは，北海道立水産瞬化場の資料3-9)を用い， 1983 

年以降は筆者らの資料によった。できるだけ 10月下旬から 11月初旬のものを使用したが， 1983 

年については台風による道路決壊のため秋期の調査が出来ず， 8月下旬の資料を使用した。

鱗は5%可性ソーダー溶液に20分漬けて洗い，その顕微鏡写真から降起線数と休止帯間長
(mm)を黒萩・佐々木11)の方法により測定した。

鱗による年齢査定については，休止帯の形成が秋期から春期の体成長の停滞期に形成される山

ものとし(休止帯数十1)を年齢とした。

結 果

稚魚の放流を中止し自然産卵に任せた 1976年から 1982年までの北海道立水産鮮化場の報

」ー斗一一』ー--'
1980 
Vear 

」ーム
1985 

211ー

Fig. 2. Mean scaled body length from late 
Oct.七0 帥 rlyNov. from 1976もo1987. 
Data from year 1976もothe year 1983 are 
reffered to“Jigyo品 isekisho" of the 
Hokkaido Fish Hatchery in the year 
1977ω1984 
D品切 forthe year 1984 were obtained in 

la七eAugust. 
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告3-9)並びに今回施行した筆者らの調査結果 (図2)からみると，ヒメマスの平均被鱗体長は 1976

年に最小でその後漸次大型化し，1980年に最大となり， その後小型化し 1985年に再び最小とな

り，小型魚、の出現間隔は9年であった。但し，1986年以前の年齢構成については，調査がされて

おらず不明である。

今回の調査で採捕したヒ メマスの鱗の休止帯を数えたところ，2-6才魚からなるこ とが判明し

Fig. 3. Scales of Kokanee salmon in 2-6 years old. x 30 
Ro -Rs: Scale increased in 0-5 years old 
Mo-Ms: Number of circulus formed in 0-5 years old 
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Fig. 4. Frequency disもribuもion of scaled 
body length measured for 49 Kokanee 
salmons caught in 1987. 
Mean scaled body lengthニ251.6mm 
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Fig. 5. Relative growもhrelationship of body 
length and scale radius of Kokanee 
salmon caugh七inLake Kuもtarain 1987. 

(図 3)，その構成は5年魚が最も多く 24尾， 3年魚が 12尾， 4年魚と 6年魚がそれぞれ6尾， 2年

魚が 1尾で最も少なかった(表 1)。また雌雄の体長には有意差が認められなかった(表 2)ので雌

雄混合して取り扱った。図4に示すように雌雄混合した 49尾の体長組成は，最小が 190=で最

大が284mmであり，その平均体長は251.6=であった。またこの平均値は，年齢構成のうち最

も多かった5年魚の影響を強く受けていることになる。

又，鱗径 (y=M，，+M1+…+MN) と体長 (x)の関係を調べた結果(図5)，両者の聞の回帰直線
はy=0.0035x十0.562，相関係数はr=0.3680となり有意正で相闘が認められた(ら=2.713，df= 

47，0.01>P>0.005)。

採鱗した鱗相から年齢別の平均隆起線数，休止帯間長の増加を推察すると表 1に示すように

1982年 (Ms，Rs)から 1986年 (M1，Rdまでは，隆起線数は 12本，休止帯間長は0.35mm以下

の成長にとどまってしみ。しかし， 1986年から 1987年にかけては双方(M"，Ro)とも，その成長

は最も大きく，それぞれ平均 17.3本， 0.56=の成長がみられる。しかも次の休止帯の形成が翌

年の春12)とすればさらに大きな値が推測される。

図2と表 1を比較すると 1982年から 1986年にかけては鱗の成長度は低く(表 1)かつ体長は

小さく(図 2)，魚鱗の休止帯間長・隆起線数と体長には密接な関係にあることが判明した。

考 察

1987年の秋期に倶多楽湖で採捕したヒメマスの鱗相を調べた結果，2-6年魚で構成されている

ことが判明した。また，各年級群とも 1986年以前の鱗の成長は小さく， 1986年から 1987年にか

けて急速な成長を呈していた。一方，体長組成の経年変化を見ると 1982年から 1986年までは，200 

mm以下の小型魚であった。即ち，鱗の成長過程と体長の経年変化は同じ傾向を示していた。

図2~こ示すように， 1987 年における急速な魚体の大型化は 1979 年のそれに類似している。その

要因については，餌料生物である動物プランクトンの豊度， ヒメマスの生息密度，年齢組成，湖

の自然環境の変化等，今後の調査を待たなければならないが， 1988年以降， 1980年並の大型魚を

主体にした群に回復するのが期待される。

213ー



北大水産業報 39(4)，1988. 

Table 1. Measuremen七datafor each individual 

Ye唱r Number of circulus at each age 
N 

class 
Mo M， M2 M3 M. 

1985 主=21 主=16

21 16 

1984 12 主=19.9 主=17.7 主=11.3

16-22 9-26 5-17 

1983 6 主=14.7 主=11.5 主=11.8 孟=10.5

12-19 6-21 5-17 5-14 

1982 24 主=16.3 主=10.1 孟=11.6 主=9.8 孟 7.9

8-21 6-17 6-18 6-15 4-13 

1981 6 主=18.0 主 7.5 主=8.8 主=8.5 主=9.3 

14-22 6-11 5-12 5-11 5-11 

Mean of to七al 17.3 11.9 11.2 9.7 8.1 

N: Number of fish 

Mo-M，: Number of circulus formed in 0-5 years old 

Table 2. Comparison of mean and variance ofもhescaled body length for 

male and females. 

Sex 
Number Mean 

Variance Variance ra品10 t-Test 
of fish (mm) 

♂ 14 248.2 275.892 Fo=1ι23 七。=0.576

♀ 22 251.9 392.436 0.1O<P<0.25 0.50<P 

謝辞

M， 

主=6.8

5-9 

6.8 
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帰山雅秀博士並びに資料の採集に御協力いただいた北海道大学水産学部漁業測器講座大学院生李

臭在，イニヨマン・アルナヤ，向井 徹，滝口直之の諸氏及び同4年目学生宇都宮加城，小和瀬

尊信の両君に深謝の意を表します。
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Kokanee salmon caught in Lake Ku悦arain 1987. 

Scale increment at each age (mm) 

R。 Rl R， R， R， R， 

主=0.72 主=0.48

0.72 0.48 

主=.69 主二ιI 孟=.36

.50-.79 .20-.68 .16-.58 

主=.46 主ニ.26 孟=.27 主=.27

.38-.66 .14-.52 13-ιo 20-ι2 

主=.49 孟=.19 主=.24 主=.24 主=.27

ι1-.72 09-.39 .10-ι1 .12-.33 .15-.38 

孟=.62 主=.15 主ニ.18 主二.18 主二.20 孟ニ.24

ι0-.75 .11-.22 .10-.24 .09-.27 .08-.28 .18-.33 

.56 .25 .27 .24 .26 .24 

主 Mean

Ro -R，: Scale increased in 0-5 years old 
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